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１．ガイドライン
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遠隔授業とは
 教員と学生が直接対面せずに，インターネット等を使って遠隔地から
教授・学習を行う授業を指します。

 教員と学生がリアルアイムでつながり授業を行う「同期型」と，
学生が任意の時間に（オンデマンド）学習する「非同期型」があります。
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本学で実施できる形態
１．同期型
 Web会議システム（Zoom, MS Teams, Wherebyなど）を用いて，
授業をリアルタイムに配信する方法です。

 通常授業にもっとも近い形で授業を行えます。学生の様子が見え，
出欠確認やディスカッションを行いやすいです（ゼミに向いている）。

 教員が自身のパソコン等で授業を行う形式と，
教室での授業風景をリアルタイムで映像配信する形式が考えられます。
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同期型授業の例

（引用：https://youtu.be/OwXbdp6Wzlw）

教員のパソコン画面を学生にも
提示できます（画面共有）。
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https://youtu.be/OwXbdp6Wzlw


同期型授業の注意点
ハードルが高い！
 教員だけでなく，学生側もパソコンやスマートフォンにWeb会議
システムをインストールしなければなりません。

 システムのインストールが不要なものも一部ありますが，利用ブラウザ
（MS Edge, Google Chromeなど）に条件があることが多いです。

 長時間にわたって映像＋音声データの通信を行うため，Wi-fiに接続
していないスマートフォンを利用すると，通信制限にかかる可能性
があります。その他の通信トラブルが発生する可能性もあります。

リスクをともなう！
 無関係の（そして悪意をもった）第三者が参加してくる可能性があります。
（適切に操作すれば防ぐことができます）

Web会議システムは複数あるので。ここではZoomのみ
実施手順を説明し，その他は省略します。 7



本学で実施できる形態
２．非同期型
 教員側が事前に作成した映像データ等を配布し，学生が任意のタイミング
で視聴することで行う授業です。以下の3通りを想定しています。

①音声付きPowerPointスライドの映像ファイル化

②授業風景のビデオカメラ撮影

③教材配布（赤ペン先生方式）

 教員による資料のアップロードや学生からの課題の提出は
大学ポータルサイトの「学習ポートフォリオ」を利用します。

 学習時の学生の様子がわかりません。学生の理解度の把握や，
質問・意見への応答などを，メール等を利用して行う必要があります。
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音声付きPowerPointスライドの
映像ファイル化
 MS PowerPointのスライドに教員の音声やカメラ映像を加え，
学生試聴用の映像ファイルにパッケージングします。

 WindowsはPowerPoint 2010，2013，2016，2019，Office365で可能
 MacはPowerPoint for Mac 2019，Office365のいずれか。機能に制約あり。

ペン、蛍光ペン、
ポインターが使えます。
動きや印は記録されます。

録音開始
ボタン
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授業風景のビデオカメラ撮影
 通常の授業風景をビデオカメラで撮影し，
映像ファイル化して学生に配布します。

 過年度までの授業準備のまま臨みやすく，
教員の負担は小さいです。

 撮影用の教室を３部屋準備します。
教室の利用は予約制とし，撮影可能な
映像の長さは１５分程度とします。
（個人で設備を準備して撮影も可）

 この教室で撮影された映像は当日夕方に回収され，
公開用のファイル形式に変換されます。
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映像ファイルの公開まで
映像ファイルの作成

・PowerPointスライドから
・ビデオカメラで撮影

YouTubeの
個人チャンネルまたは
東亜大学チャンネル

で公開

教員が個人で利用する
オンラインストレージ

で公開（Dropbox，など）

ポータルサイトの
「ポートフォリオ」で

学生に公開
11



教材配布（赤ペン先生方式）
 教員が事前に学習に必要な資料を学生に提供し，
学生がそれを自分のペースで学習します。

 映像ファイルの作成作業がないため，教員の負担
が小さく，どなたでも比較的実施しやすいです。

 通信回線の負担が小さく，学生が受講しやすい
という特徴もあります。

 資料教材はすべてPDFファイルで準備し，
ポートフォリオにアップロードしてください。

 PowerPointやビデオカメラ映像の利用と
併用することも可能です。
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授業の成立要件

１．資料の事前提供

２．学修成果の把握

３．双方向性の担保

文部科学省3月24日付け通知および4月1日付けQ&A参照 13



１．資料の事前提供

 当該授業に必要な資料（動画，音声，配布ノート等）を時間割上
の開講日前日までに遅延なく提供できるよう，準備をしてくださ
い。学生の受講，および課題への取り組み期間はポートフォリオ
に明記してください。

 学年歴で設定された１５回分の遠隔授業を，学生に提供してくだ
さい。

 履修登録変更や，学生側のネット環境の不具合などの理由で受講
が難しい場合も想定されます。授業資料はすべてポートフォリオ
上で後日にも確認・閲覧できるようにしてください。
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２．学修成果の把握
 単に教科書を読ませるといった形態で終えるのではなく，
毎回の授業の実施に合わせて設問解答，添削指導，質疑応答等
による十分な指導を行ってください。

３．双方向性の担保
 毎回の授業では学生による意見交換や質疑の機会を設けてください。
（例：リアクションペーパーの回収と公開）

 これらのやり取りは即応的に行う必要はありませんが，
「授業終了後すみやかに行うこと」とされています。
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遠隔授業の全体的な流れ
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ポータルサイトと
ポートフォリオ

＝ネット上の教室
への入り口

教員 学生

授業動画・スライド

テキスト・課題

課題提出

動画視聴サイトやクラウドサーバ
（ネット上のデータ倉庫）にアクセス

閲覧・受け取り

確認・評価

ビデオ会議



配慮・注意するべき点
 遠隔授業の形式を選ぶための基準

• 講義のタイプ（演習，講義）と受講人数
• 教員および学生のICT機器に関する熟達度
• 学生の受講環境（Wi-fi環境の有無，金銭面の負担の有無）

 映像ファイル（PowerPointスライド，カメラ撮影）を利用する場合，
教員による説明時間とは別に，学生のノートテイクや課題に取り組む
時間を十分に設けて，単位数に相当する学修時間をできるだけ
確保してください。

 閉館中の図書館が多く，蔵書を調べるといった課題は難しい状況です。
（本学の図書館は開館しています）

 教科書および資料の配信については著作権の規制が政令で緩和されてい
ます（マニュアルはWeb上で公開中）
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２．マニュアル
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遠隔授業実施に向けたフローチャート

・同期型（Zoomの場合）
⇒マニュアル①へ

・PowerPointの音声付映像
⇒マニュアル②へ

・授業風景のビデオ撮影
⇒マニュアル③へ

・教材資料の配布
⇒従来どおり資料作成

遠隔授業の方法を決定
資料の準備

授業の公開
課題・テスト

（ポートフォリオ）

・オンラインストレージ
にアップロード
⇒お任せします

・YouTube個人チャンネル
にアップロード
⇒Tips①へ

・YouTube大学チャンネル
にアップロード
⇒学習情報室で担当

⇒マニュアル④

再生用URLを取得。
⇒Tips①参照

Web会議室への
案内を掲載。

資料アップロード



マイクとカメラの準備

内蔵マイクとカメラ
（例：東芝Dynabook）

Webカメラ
（外付けのカメラ＋マイク）

ヘッドセット
（外付けのヘッドホン+マイク）
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zoomおよびPowerPointで使用します。



マイクの確認
Windows 10の場合

①「スタート」
ボタンをクリック

②「設定」
ボタンをクリック

③「システム」
をクリック

④「サウンド」
をクリック

⑤デバイスが登録
されていれば使用可

⑥試しに喋り，
反応することを確認
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カメラの確認
Windows 10の場合

①「スタート」
ボタンをクリック

②「カメラ」
アプリをクリック

③カメラ映像が
表示されるか確認
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マニュアル①

zoomを使用した
同期型授業の実施方法
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zoomでなにができるのか
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インターネットを介して
リアルタイムで教員と学生
がつながり，授業を実施。

・教員の授業を放送

・参加者のPC画面の共有
（例：発表スライドを表示）

・ディスカッション
⇒要件3：双方向性の確保

ただし，多くのユーザーが利用すると接続が不安定になりますので，
利用は最小限，短時間にとどめてください。



事前準備
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 最低限必要なもの
• インターネットに接続されたPCまたはスマートフォン
スマートフォンの場合はWi-fi環境での使用を推奨。

• マイク・カメラ
PC内蔵のもの（設定が簡単），もしくは外付けのもの（ノイズ少）

 その他
• イヤホン，ヘッドホン，またはスピーカー
端末内蔵のものでもよい。イヤホンかヘッドホンを推奨。



アカウントの種類と機能
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無料版は時間制限あり

有料版は月額￥2,000

大学発行のメールアドレス
（・・・.ac.jp）でアカウント
を発行した場合，時間制限が
一時的に解除されています。

非常勤の先生方のアカウント
は大学から発行します。



アカウントの作成
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教員側は必ずアカウントを作成します（学生は作成不要）

① zoomの公式サイトにアクセス https://zoom.us/jp-jp/meetings.html

②画面っ右上の「サインアップは無料です」をクリック

https://zoom.us/jp-jp/meetings.html


アカウントの作成
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③登録するメールアドレスを入力して「サインアップ」をクリック



アカウントの作成
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④登録したアドレスにメールが届きます。このメールの上部「アクティブな
アカウント」をクリックしてください。



アカウントの作成

30

⑤表示される画面に必要な情報を入力してください。これで作成完了です。

この画面では
「手順をスキップする」

をクリック



端末の選択と
アプリのインストール
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スマートフォン
（画面共有を使用しない）

パソコン
（画面共有を使用する）

・iPhoneは「App Store」から
・Androidは「Google Playストア」から

①ダウンロードサイトから「ミーティング
用zoomクライアント」をダウンロード。
https://zoom.us/download#client_4meeting

②ダウンロードしたインストーラーを実行
するとアプリがインストールされる。

インストーラー

ここをクリック

https://zoom.us/download#client_4meeting


アプリの起動とサインイン
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「サインイン」
をクリック

アカウント作成で
指定したメールアドレス
とパスワードを入力

入力後に
「サインイン」クリック

デスクトップにある
Zoomアイコンをクリック



初期画面

33

今すぐミーティング
ルームを作成する

場合はココ

誰かが作成した
ミーティングルームに
参加する場合はココ

（遠隔授業はココ！）
ミーティングルーム

を予約する



ミーティングルームの予約
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トピックは授業名等がおすすめ

開始日時と予定の長さを指定

特定の学生にのみ参加を許可したい
場合は「パスワード必須」をチェック

ミーティング開始時にカメラが自動
でオンまたはオフにする設定

ここをクリックすると
右の画面が表示される

遠隔授業時の
おすすめ設定



ミーティングルームの公開
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予約を完了すると
表示される画面

この範囲の情報を
ポートフォリオで
学生に通知する

詳細はマニュアル⑤（p.89）
を参照



予約したミーティングルーム
で授業を開始する
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①予約したミーティング
はここで確認できる

②開始したいミーティング
ルームを選ぶ

③「開始」をクリック

④「コンピューターでオー
ディオに参加」を選択



画面構成と授業で使用する機能
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自分の音声や映像を
他の参加者に流すか
どうかを設定する

参加者リスト
の表示と管理

画面共有
（PCのみ）

授業を終えるとき
はここをクリック

参加者のビデオ映像が
画面上部に並ぶ

喋っている参加者のビデオ映像
に自動で切り替わる

ビデオ停止中の参加者は名前のみ



参加者リストの表示と管理
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全参加者の音声ミュート
を管理する時はこちら

自分以外の参加者の
音声をミュートにしたりビデオ
映像を停止することができる

自分以外の参加者（学生）
が一覧表示される

（出席確認に利用可能）



画面共有
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他の参加者と共有したい
ウィンドウを選択する

ホワイトボードに自由に書き込み
共有することもできる

選択した画面を全参加者が見れる。

PowerPointのスライドショーを画面共有
すれば，教員による講義形式の授業や，
学生によるゼミでの発表ができる。



・教室での授業風景をカメラで撮影すれば，リアルタイムで放送
できます。

・外付けマイク（ヘッドセットの利用を推奨します。
内蔵マイクでは相手に声が届きにくいことがあります。

・ディスカッションの際，しばらく話さないときや，周囲に騒音
があるときは，自分のマイクをミュートにしましょう。

Zoom使用時の注意事項
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対面授業と遠隔授業の併用
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一部科目（実習，演習など）で対面授業が開始されますが，
大学に通学できず，対面授業に出席できない学生がいます。

・日本に入国できていない留学生
・通学を拒否する国内在住学生（コロナ不安）

対面授業
遠隔授業

（オンライン）

このような学生が履修者に含まれる場合は対面授業の
様子を遠隔で放送する併用授業を実施してください。

同質の授業を受講
できる機会の確保



併用授業に必要な備品
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スライドを提示して授業を実施している場合（MS Power Pointなど）

・ノートPC：スライド提示＋Zoom接続

・ヘッドセット（推奨）：貸し出し可

有線またはWi-fiで
インターネット接続



併用授業に必要な備品
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板書形式で授業を実施している場合

お使いのスマートフォン
をWi-fiで接続

・スマートフォン：撮影＋Zoom接続
（またはノートPC，タブレットPC）

・ヘッドセット（推奨）
・三脚

ノートPCやタブレットPCでも可

貸し出し可



マニュアル②

PowerPointを用いた
音声付きスライド映像

の作成方法
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なにができるのか
 一般的なパソコンで，PowerPointで作成したスライドに教員の
説明音声や動画を追加し，映像ファイルにパッケージングする機能です。

ペン、蛍光ペン、
ポインターが使えます。
動きや印は記録されます。

録音開始
ボタン
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事前準備
 最低限必要なもの

• マイク
PC内蔵のもの（設定が簡単），もしくは外付けのもの（ノイズ少）

• Microsoft PowerPoint（と完成済みのスライド資料）
Windowsを使用：PowerPoint 2010，2013，2016，2019，Office365

Macを使用：PowerPoint for Mac 2019，Office365
スライド移行のタイミングと音声のみ記録可能。
ポインタの動きやペンで書いた文字，カメラ映像は含まれない。

 その他
• カメラ
教員の映像をスライドに追加する場合。
（Windows版のPowerPoint 2019またはOffice 365を使用時のみ）
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録画の準備①

①「スライドショー」
⇒「スライドショーの記録」
⇒「先頭から記録」

②両方にチェックを入れて
「記録の開始」をクリック

※バージョンによって②の手順はなし

作成した授業スライド
のファイルを開く
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録画の準備② ※バージョンによって画面が異なります
（下記はPowerPoint 2019またはOffice 365の場合）

「設定」から、マイクと
カメラを確認できます。

撮影者を録画しない場合は、
真ん中のボタンをクリック
し、カメラを無効にします。

録画開始
ボタン
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録画の実施と終了
「記録」をクリックしたら，いつもの授業と同じように喋りながらスライド
を進めてください。ただし，前のスライドに戻ることはできません。

現在のスライドの録音時間／
現在までの総録音時間を示す

ペン，蛍光マーカー，ポインタ
が使えます。動きは記録されます。

録画を終えるときは
「停止」をクリック
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録画をやり直したいときは

表示中のスライドだけやり直す場合は
「現在のスライドのタイミングをクリア」と
「現在のスライドのナレーションをクリア」

を1回ずつ選ぶ

クリア後，「現在のスライドから録音を開始」
で再度録画する。
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録画内容の保存方法
スライドショー閲覧専用のPowerPoint
ファイル「PPSX」を作成する
・ファイルのサイズが小さく，画質が綺麗。
・PowerPointがインストールされたPCのみ閲覧可能
・学生への公開は担当教員に一任する。
（Dropbox等のオンラインストレージで公開，等）

動画ファイル（mp4フォーマット）を
作成する
・ファイルのサイズが大きく，画質はさまざま。
・ほとんどすべての端末で閲覧可能
・学生への公開はYouTubeを利用可能（マニュアル参照）。

※ wmvフォーマットも作成可能だが非推奨

または
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PPSXファイルの作成方法

①「ファイル」をクリック

②「名前を付けて保存」
⇒「参照」をクリック

③ファイルの種類を「PowerPointスライド
ショー（*.ppsx）」にして保存する 52



mp4動画ファイルの作成方法

①「ファイル」をクリック

②「エクスポート」
⇒「ビデオの作成」を選択

③画質を選択（高品質ほどサイズ大）
・プレゼンテーション品質（高品質）
・インターネット品質（中品質）
・低品質

④「ビデオの作成」をクリック

※中または低品質を推奨
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mp4動画ファイルの保存

①保存場所を決める

②ファイル名を入力

③ファイルの種類は
「MPEG-4ビデオ（*.mp4）」 ④「保存」をクリック

※作成した動画を再生し，記録に間違いがないかを確認してください。 54



サンプル（鵜澤先生「欧米文化言語論」）

55



マニュアル③

授業風景のビデオカメラ撮影
と公開を行う方法

56



授業の撮影と公開の流れ

57

１．撮影教室の予約

２．授業を撮影

３．ポートフォリオで公開

（動画のアップロード）
学習情報室で実施

数日かかることがあります



１．撮影教室の予約

58

※個人の環境で撮影することも可。
その場合はアップロードも自己責任で実施してください。

 会場は13302号室，13303号室の２教室。

 火曜日～金曜日の９時から１６時まで利用可能。３０分単位での予約制。

 予約はメールもしくは予約票を事務局提出してください。
天満：temma@toua-u.ac.jp
村田：ayumoco227@toua-u.ac.jp

 確実に実施する時間帯だけ予約してください。
教室数が限られていますので，余分に予約しておくと
いったことはご遠慮ください。

mailto:temma@toua-u.ac.jp
mailto:ayumoco227@toua-u.ac.jp


２．授業の撮影方法

59

①三脚のハンドルにある「START/STOP」
ボタンを押す

②カメラの液晶モニターに「●録画」
が表示されていることを確認して講義
開始

③講義が終わったら三脚のハンドル
にある「 START/STOP 」ボタンを押す



撮影時の注意事項

60

 講義開始時には、必ず講義名を言うようにしてください。
（「〇〇〇〇の講義を始めます」など）

 カメラ本体には手を触れないようお願いします。
（画角やフォーカス，ホワイトバランス等を最適に設定しています）

 カメラの電源は切らないでください。電源は常に入れたままです。

 撮影する動画の長さは１５分を目安にしてください。長すぎる動画は
容量が大きくなるため，Web上での公開が難しくなります。

 できるだけカメラを意識（カメラ目線）して講義をするよう心掛けて
ください。学生とカメラ越しでも目線が合うことで学習効果が高まり
ます。

 録画した動画はSDカードに保存されます。SDカードは次の予約者も
使用しますので，カメラから取り外さないでください。

 撮影された映像は，当日16時以降に回収され，翌日以降にYouTube
にアップロードされます。



３．授業映像の公開（ポートフォリオ）

61

 撮影された映像が当日の16時以降に回収され，翌日以降に
YouTubeにアップロードされます（学習情報室）。

 その後，当該動画を再生するYouTubeサイトのURLがメール
にてお知らせされます。

 マニュアル④の「ポートフォリオを使った遠隔授業の運用」
に記載の「授業情報の登録」を参考に，
上記のURLをポートフォリオに登録してください。

 YouTubeではなく，個人で管理するオンラインストレージ
（Dropbox等）で公開したい場合は，谷さんから動画データ
をもらってください（USBメモリ等の保存メディアが必要）。



マニュアル④

（ポータルサイト）
ポートフォリオを使った

遠隔授業の運用

62



ポートフォリオの位置づけ
遠隔授業の基盤，学生への授業提供の窓口

63

ポータルサイトと
ポートフォリオ

＝ネット上の教室
への入り口

教員 学生

授業動画・スライド

テキスト・課題

課題提出

動画視聴サイトやクラウドサーバ
（ネット上のデータ倉庫）にアクセス

閲覧・受け取り

確認・評価

ビデオ会議



ポートフォリオの場所
教員用ポータルサイトにあります。

ここをクリック

ログインしたら https://cmweb.toua-
u.ac.jp/private/management/
account/logon

64

https://cmweb.toua-u.ac.jp/private/management/account/logon


機能①：学生検索
条件に該当する学生を探します

担任に指定されている学生であれば
修学状況など（学生が入力）を確認できます。

65



学生検索後の詳細表示

学生がある日の学修状況
を入力すれば

教員側で確認できます。

遠隔授業で使用するのは
「修学ポートフォリオ」

遠隔授業期間中の修学状況を把握する際に活用してください。 66



機能②：担当履修科目
遠隔授業の基盤はココ！

新しい遠隔授業を
ここで登録します。

授業回ごとに登録します。
1科目15回実施する授業であれば，15回の登録が必要です。

時間割に沿って，開講時間までに必要な情報を入力し，
登録を完了させてください（授業要件１：資料の事前提供）。

67



授業情報の登録

68



入力完了後に「登録」ボタン

69



レポート型の種類

レポート保存型 目標振り返り型 双方向評価型 目標自己設定型

「詳細」（自由記
入欄）あり

○ ○ ○ ○

教員による
添付ファイル可

○ × × ×

学生による添付
ファイル提出可

○ × × ×

添削・コメント ○ ○ ○ ○

コメント回数 １回 １回 ∞ 設定した回数

特長
添付ファイルでや

りとり出来る
複数の課題を設定

出来る
課題コメントを限

りなく出来る
学生自身で評価軸

を決められる
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課題の配布（レポート保存型のみ）

WordやExcelで作成した複数のファイルは，PDFに変換して一つの
ファイルに統合してからアップロードしてください。
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学生の授業の受け方

授業動画を見るだけであれば「閲覧」
課題の提出を行うのであれば「編集」

をクリック

受講する授業を選択します。
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授業の詳細画面（「編集」の場合）

動画のURLは
ここに表示される。

URLはハイパーリンクではない
（クリックしても自動的にWeb
ページが開かない）ので，
学生はURLをコピーし，ブラウザ
に貼り付けなければならない。
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コメントの登録（フィードバック）
（授業要件２：学修成果の把握）
（授業要件３：双方向性の確保）
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学生へのフィードバックの通知
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不十分な点も多いかと思います。

今後，先生方からのご要望・フィー
ドバックを踏まえて随時更新します。

76



【Tips①】

自分でYouTubeに動画を
アップロードするには？
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アカウントを作成する

• YouTube.comにアクセスする
• 右上にある【ログイン】をクリックする
• Googleログインページから【アカウントを作成（自分用）】をクリック

78



アカウントを作成する
• Googleアカウントを作成

• すでにGoogleアカウント
を持っている場合は、
YouTubeアカウントとして
も機能するので登録不要

79



チャンネルから動画をアップ
ロード（投稿）する

をクリック

2. 動画をアップロード
をクリック

動画をアップロードするために、YouTube Studioのページへ移動する

1.
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YouTubeでサポートしている動画ファイルの形式
【一般的な形式】.MOV.、MPEG4、.MP4、.AVI、.WMV、
【特殊な形式】（.MPEGPS、.FLV、3GPP、WebM、DNxHR、ProRes、
CineForm、HEVC（h265））

ドラッグ＆
ドロップ

または

「ファイルを
選択」

81



アップロードの
ステップ
その1
詳細情報入力

1.タイトルの入力

2.動画の説明を入力

3.年齢対象を選択 4.次へをクリック
82



アップロードの
ステップ
その2
「動画の要素」

基本的には無視で良いです。
そのまま「次へ」を押してください。
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アップロードの
ステップ
その3
「公開設定」

必ず
「限定公開」
を選んでくだ
さい！

1.公開範囲の設定

2.「保存」をクリック
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動画の処理段階（自動）

動画処理の進行状況
（終わる前に「閉じる」を押しても問題ありません）
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アップロードの完了

限定公開になっているかを確認！

86



詳細ページへの移動

• タイトルや説明の修
正をしたい場合は、
マウスを動画の付近
まで持っていくと左
図のような状態にな
る。

• ペンマークをクリッ
クすると詳細ページ
に移動する

87



詳細ページと動画のリンク取得

• このリンクを
コピーする

• 「ポートフォ
リオ」にペー
ストする

限定公開動画の学生
との共有が完了！ 88



【Tips②】

最速かつ簡単な動画ファイルの
変換・圧縮方法

89



動画ファイルの種類

YouTube推奨なので
最終的にこれに変換

Macでよく用いられる

Windows でよく用いられる

最初からmp4であれば
変換の必要なし！
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ファイル変換方法のいろいろ
自身の作成したスライドや動画を変換する場合
• Power Pointやスマホの動画撮影の設定で、「mp4で撮
影」または「書き出し（エクスポート）」機能でmp4
にする。

自身で撮影したものではなく、「既存の動画」を資料と
して見せたいとき...

• オンラインの変換サイトを使う。
ビデオコンバーター

 https://convert-video-online.com/ja/

91

https://convert-video-online.com/ja/


まずは、「ファイルを開く」で
変換したい動画ファイルを選ぶ

優れたポイント
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読み込み開始。
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解像度は、480pか720p

読み込みが完了

動画コーデックは「H.264」
オーディオコーデックは「AAC」

概算のサイズ設定なので、
30 – 60くらいにしておく

変換を押す
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しばらく待つ・・・
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ダウンロードを押して終了
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変換前と変換後の容量・品質
変換前
長さ: 23分
解像度：720p
容量：182MB

変換後
長さ：23分
解像度：480p
容量：30MB

高品質とは
いかないが
十分に
視聴可能な
レベル
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参考にした資料・Webサイト
• Zoomミーティング

https://zoom.us/jp-jp/meetings.html

• Zoomの達人 Zoomの準備をしよう
https://zoom-tatsujin.com/install/

• 世界一わかりやすいZoomの使い方 完全マニュアル
https://kigyolog.com/article.php?id=755

• ビデオコンバーター
https://convert-video-online.com/ja/

• 【慶大医学部】オンライン授業マニュアルPowerPointの録画機能を使う
https://docs.google.com/presentation/d/1hfXev68ucYyXKQctGPkacGwoYWJme
5k3LlPK4CQ1-do/edit#slide=id.g720598ce20_26_2

• 徳山大学におけるオンライン授業の方針と授業成立の要件
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